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とが必要となってくる。   
本論で筆者が行なった研究は，一般的な箱庭療法のセッティングのなかで，ミニチュアを一つ  
だけ選び，置くことによって箱庭を制作するという方法からなっている。つまり，箱庭制作に便  
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用できるミニチュアの要因を限定することによって，その他の事象，とりわけ「制作者の体験の  
































方  法  
1．調査村象（被験者）：大学（院）生，20名（男性10名，女性10名）を対象に調査を行った   
（年齢の範囲：男性18～26歳，女性18～28歳）。  
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2．調査者：箱庭制作への立会い，および制作後のインタビューは全て筆者が行った。   
3．実施場所：調査は，心理教育相談室の面接室として使用されている一室にて行った。   






ミニチュア玩具の並んだ棚の正面，70cmほど離れた位置に，床から約80cmの高さで設置した。   
5．手続き：調査は，個別の面接法で，各被験者につき2回行われた。   











有無」，「制作の様子」について記録した。   
（3）インタビュー：質問紙への回答について，さらに詳しく尋ねるためのインタビューを行  
った。インタビューでのやりとりは，被験者の了承を得て，テープレコーダーで記録した。   
以上が1回目の手続きである。なお，被験者退室後，作品を写真に撮って記録した。   
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表1被験者ごとの所要時間、ミニチュア、領域、砂への関与に関する結果  




































表2 男女別所要時間の平均値（SD）  
平均値（SD）  
男性  7．40分（7．84）  
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表3 回数別所要時間の平均値（SD）  
平均値（SD）  
1回目  7．33分（8．37）  












表4 所要時間の度数分布  
制作時間  度数（人）  
（分～分）     1回目  2回目  Total   
0．00 ～ 4．49   14   25   
5．00 ～ 9．99   2   5   7   
10．00 ～1449   2   
15．00 ～19．99   0   
20．00 ～ 24．49   2   3   
25．00 ～ 29．99   2   0   2   







表5 各回における所要時間の最小値、各四分位数、および最大値（分）  
最小値  第1四分位  中央値  第3四分位 最大値  四分位偏差  
1匝Ⅰ目  1．55  2．52  3．44  6．63  27．93  2．06   
2回目  1．30  2．61  4．87  8．58  22．62  2．98  
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（4）1回目と2回目の所要時間の相関  
1回目と2回目の所要時間に関してピアソンの積率相関係数を求めたところ，R＝0．89（無相  































ではないようである。   
「「これだ」と思うものを一つだけ選んで，砂箱の中の rここだj と思う位置に置いてみて下  
さい。」という同じ教示のもとで，1分程度で制作を終えた者（1回目のM4，F5，F7，2回目の  

























（6）初発時間に関して   





1回目  3．87分（4．27）  
2回目  3．42分（2．20）  
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というのも， ミニチュア棚に向かっていて，使いたくなるようなミニチュアを見つけたとしても，  
一つしか選ぶことができないためにすぐには砂箱に置いてしまわず，一つ置くのに，より相応し  
いミニチュアが他にはないかどうかさらに探索してみる，というような過程があったことが想像  
































させる結果と言えるだろう。   
ところで，約550個もあるミニチュアの中から，全く同じ「（グランド）ピアノ」が7人もの被  






















（2）使われたミニチュアの種類   
使われたミニチュアを種類ごとに分類して集計したものを表7に示す。  
表7 使われたミニチュアの種類  
人間類  動物類  植物類  建造物類 乗り物類  
1回目 4個（20．0％） 5（25・0） 3（15・0） 7（35・0） 1（5．0）  
2回目 1個（5．0％） 7（35・0） 0（0・0）11（55・0） 1（5・0）  
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1，2回とも同じところが選ばれた。   
箱を横に用いた場合では，中央，右奥，右手前，左手前の順で選択されることが多かった。こ  
れらは，中央と箱の四隅を含む領域であり，一つのミニチュアを置く場合に，中央と四隅が選択  
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る者が3人（M8＃1，Fl＃1，FlO＃2）いた。   
積極的に中央を選んだ被験者があげた理由は多岐にのぼるが，「ひきたつから」，「1番目立つ  
から」，「主役だから」，「ミニチュアの3600全てが見られるから」など，選んだミニチュアその  
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はなかった。それ以外の被験者，つまり1回目の17人と2回目の15人は，砂を造形して何かを表  

































検討することで明らかにしていく必要があるだろう。   
また，ピアノを選んだ被験者がピアノにまつわる個人的体験について多く語ったという事実を  



















文  献  
藤原勝紀：三角形イメージ体験法に関する臨床心理学的研究－その創案と展開－，九州大学出版会，  
1994．  
藤原勝紀：三角形イメージ体験法 イメージを大切にする心理臨床，誠信書房，2001．  














岡田康伸：箱庭療法の基礎，誠信書房，1984．   
リース滝幸子：象徴に寄せて，現代のエスプリ別冊箱庭療法シリーズⅠ 箱庭療法の現代的意義，  
226－240，2002．  
（博士後期課程2回生，心理臨床学講座）  
ー467－   
